
きり絵作家プロフィール
みとま　まゆこ

東京都出身。94年に札幌へ移り住む。切り絵のほかにもさま
ざまな作品を手がけている。97年には切り絵作家「三苫　麻
由子」として個展を開催。さらに江差町、留萌市など道内
各地で交流を深める作品を発表。03年、京都で個展を開催。
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北海道発世界へ！
温暖化の効用
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武田　浩美
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モビリティ・マネジメントの国内外の事例
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㈶北海道開発協会開発調査総合研究所

視点論点
よそ者との共創社会へ
～地域づくりにおける薄い関係と濃い関係～
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敷田　麻実
泥炭地を一大水田地帯に造り替えた
篠津運河と石狩川頭首工
　戦後の食糧増産に寄与するために、泥炭で軟
弱地盤の原野を一大水田農業地帯に造り替えた
篠津地域泥炭地開発事業。その開発の中心と
なったのが篠津運河（用水・排水路）工事で
した。昭和26（1951）年から19年もの歳月と217
億円（当時）という巨費を投じて完成した篠津
運河は、全長23km、幅は20m近くもあり、河川
ともいえる景観を呈しています。その篠津運河に
石狩川から取水する施設が、昭和38（1963）
年に完成した石狩川頭首工です。7,000haを超
える水田に水を供給する、地域農業に不可欠な
役割を担っています。現在、深水かんがい等の
新たな用水確保のため、300m下流に新しい石
狩川頭首工の工事が平成25（2013）年度の供
用を目指し進められています。問い合わせは、国
土交通省北海道開発局札幌開発建設部札幌北
農業事務所011-391-0590。
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